
 

 

  

 

 

 

１学期もあと１か月となりました。入学当初は、見る物聞く物珍しく、みんなドキドキ

していましたが、今ではすっかり学校生活に慣れ、元気いっぱいの毎日を送っています。

育てているアサガオも、日ごとに大きくなり、子どもたちも、水やりや観察を頑張ってい

ます。 

７月は１学期最後の月です。楽しい夏休みを迎えるためにも、１学期のまとめをしっか

りさせていきたいと思います。 

  

７月の行事予定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の学習予定 
 

 

国語 としょかんへいこう 

おはなしのくに 

おおきなかぶ 

えにっき 

算数 ふくしゅう 

ひきざん（１） 

かずしらべ 

ふくしゅう 

生活 はなや やさいと なかよし 

おもしろい あそびが いっぱい 

   なつは たのしいことが いっぱい 

音楽 リズムと なかよし 

にっぽんのうた みんなのうた 

図工 ひらひら ゆれて 

おって たてたら 

体育 水となかよし 

道徳 しょうじきな こころで 

   かぞく だいすき 

 

       
 

集金 

 
 給食費(７月分)   ４，４００円 

 ＰＴＡ会費(７月分)   ３００円 

    

合計      ４，７００円 

 

6 月３０日（金）までに入金をお願いし

ます。 

令和５年度 

 

第１学年                                                                7月号 

学年だより                                                  名古屋市立五反田小学校 

                                                                                                                                                          

おひさま 

 

３日（月） 五反田小ＩＮＧ・心の日 

１０日（月）～１４日（金） 

個人懇談会 

４限まで 

 １１日（火） 分団集会（１限） 

１７日（月） 海の日 

１９日（水） １学期給食最終 

２０日（木） 終業式  

分団一斉下校 

２１日（金） 夏季休業開始 

（８月３1 日まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お願い 

最近、学習用具や給食セット、ハンカチ・ティッシュなどを忘れる子が増えてきま

した。子どもたちが時間割を合わせた後に、一緒に持ち物の確認をしてください。ま

た、教室での落とし物も増えてきました。鉛筆・消しゴム、ハンカチ・ティッシュ、

汗拭きタオルなど、持ち物の記名をお願いします。 

 

＜アサガオの世話について＞ 

  夏休み中は、アサガオの世話をご家庭でお願いしたいと思います。 

７月１０日（月）～1４日（金）個人懇談終了後（～１７：３０）に、植木鉢をお持ち帰り

ください。場所は東校舎１階（図工室～トワイライト教室）前です。夏休み中、

水をやったり、肥料をやったりなどの世話をして、たくさんの花を咲かせられる

よう、声掛けをしていただければと思います。 

なお、咲いた花を使って、2 学期に花を使った遊び（生活科教科書 P３６・

３７参照）をする予定です。咲いた花を採った後、ビニル袋に入れ、できれば、

３０個以上冷凍保存しておいてください。花を採りすぎると種ができなくなって

しまいますので３０個取れない場合もあります。ご注意ください。冷凍保存した

花を持ってくる時期は、学年便り９月号でお知らせします。 

また、アサガオのつるでリースを作る予定ですので、花が咲かなくなっても、

つるが残るように水やりを続けて下さい。種ができましたら、採って家庭で保管

し、２学期に学校へ持たせて下さい。植木鉢は９月１日（金）、４日（月）～８日（金）

までの間の都合のよい時間（８：１５～１７：３０）に持ってきて下さい。東校舎１階

（図工室～トワイライト教室）前の元あった場所に置いてください。 

     

環境学習ウイークトライ＆アクションの活動に、必要なトイレットペーパーの芯を用

意していただきありがとうございました。子どもたちは、「使えなくなったものを、ま

た使えるものに変身させよう」という思いで、『パクパクにんぎょう』を作り、楽しむ

ことができました。これからも、環境保全に関心をもって生活してほしいと思います。   

 


